
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 焼結金属製円錐を持つ液体サイクロンの濾過及び分級特性	
 

(広大工)○西田	
 幸生・(正)福井	
 国博*・(正)山本	
 徹也・(正)吉田	
 英人	
 

	
 

【緒言】	
 

	
 クロスフロー濾過装置は、フィルターと平行にスラリ

ーを流すことで、濾過を行う際に生じるケークの成長を

抑制し、濾過速度の低減を防ぐことができる装置である。

濾過性能をさらに向上させるためには、ケーク層の厚み

を低減させ、ケーク層に粗大な粒子を選択的に堆積させ

る操作が有効であると考えられる。そこで、液体サイク

ロンに濾過機能を付加することで、旋回流によりケーク

層の成長を抑制し、微細な粒子をあらかじめ除去するこ

とで濾過速度を向上できると考えられる。	
 

	
 本研究では、円錐部に焼結金属を用いた新規な液体サ

イクロンの濾過性能及び分級性能を検討することを目的

とした。	
 

	
 

【実験装置・方法】	
 

	
 実験装置図を Fig.1 に示す。装置に流入したスラリー
は旋回しながら流下し、粗大な粒子は装置下部から、微

小な粒子は上部から排出される。円錐部にポア径 2 μm
の焼結金属を用いること

で、円錐部で濾過が行わ

れる。流出した粗粉及び

微粉は再びスラリータン

クに還流させ、濾液量は

メスシリンダーを用いて

測定した。試料粉体には

中位径 4.8 μmの関東ロー
ム(JIS8 種)を用い、原料
スラリー濃度は0.3 wt%に
調整した。また、全濾過

圧は 0.1 MPaで一定とし、入口流速 uは 0.5 ~2.7 m/sと
した。また、比較のため、従来のクロスフロー濾過装置

でも同一の断面流速条件で実験を行った。	
 

	
 

【実験結果・考察】	
 

	
 入口流速、

断面流速と

濾過速度の

関 係 を

Fig.2 に示
す。液体サ

イクロンの

場合、流速

が増加する

につれて濾

過速度が単

調に増加し

ているのに

対し、クロスフロー濾過装置では増加後減少している。

さらに、液体サイクロンの方が常に高い濾過速度を有し

ている。 
	
 液体サイクロン濾過装置について、入口流速とケーク

層の平均濾過比抵抗αAV及び厚み L*の関係を Fig.3に示
す。なお、αAVは次式から算出した。 
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入口

流速

が増

加す

るに

つれ

て濾

過比

抵抗

は減

少し、

ケー

ク層

の厚みは緩やかに減少した後、一定値へ漸近しているこ

とがわかる。	
 このために、入口流速が増加すると、濾

過速度が増加したと考えられる。 
	
 本装置の 50 %分離径と入口流速の関係を Fig.4に示す。
比較対象と

して、アク

リル製円錐

を持つサイ

クロンの分

離径を併せ

て示す。い

ずれも移動

速度が増加

するにつれ

て分離径が

減少してい

ることが分

かる。また、低流速域では、本装置の分離径が従来のサ

イクロンの分離径よりも小さくなっている。これは、濾

液の流出に伴い、粒子が壁面方向に移動したことが原因

であると考えられる。一方、高流速域では、分離径にほ

とんど差異が見られない。これは、移動速度の増加に伴

う濾液量の増加により旋回速度は低下するものの、先に

述べた濾液が分離径を小さくする効果と相殺したためで

あると考えられる。 
 
【結言】	
 

• 新規液体サイクロンの濾過装置は従来のクロスフ

ロー濾過装置の 5倍程度の濾過速度を持つ	
 
• 入口流速が増加すると、低流速域では、50 %分離

径は従来のサイクロンよりも小さくなる	
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